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U」Dゾンデの気圧第3温度補正についで

石 田 恭 市＊＊

　1．はじめに
　現在，わが国で使用しているゾソデの気圧測定部分は

燐青銅による空ごうで作られているが，温度によって金

属のヤソグ率が変化するためその補正をおこなわなけれ

ばならない現業では，このために検定時と飛揚時の温

度差による第2温度補正と，飛陽時と飛湯中の温度との

差による第3温度補正をおこなっている．このことにっ

いてはすでに鈴木ら1）・2）が詳細に研究しており，この結

果にもとづいて現在の補正図表が作られている．昨年，

札幌管区気象台では霧観測のためにU－Dゾソデ（up　and

down　sonde）を使用したが（第1図），そのとき・の第3

　　　　　　　　第1図ひDゾソデ

温度補正は，その都度計算を行なわなけれぱならなかっ

た．低層解析にU－Dゾソデが効果のあることがわかつ

ているが3）・4），この第3温度補正の図表化を試みたので

紹介する．

　2．図表化のための計算式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　空ごうの温度，気圧による変化の式はKleinschmid

＊Correction　Table　for　Temperature　Error　of　U・D

　sonde　Pressure　Unit．
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によると次のよ、うにあらわされる．

　　　　　△Pニー△θ（α一β・P）　………　……………（1）

　たずし△θ＝T。一θ

　　　　　　＝（Tc－Tε）＋（Ts一θ）一・・…………（2）

　　　　　　　　こ・で　　△．P：気圧補正量

　　　　　　　　　　　　　丁・：飛揚時の地上気温

　　　　　　　　　　　　　θ：飛陽中の空盆温度

　　　　　　　　　　　　　α：0．05mb／OC

　　　　　　　　　　　　　β：4．5×10需4

　　　　　　　　　　　　　T・：検定時の空盆温度

　ところで，飛揚中の空ごうの温度（θ）は，鈴木，鹿

野ら2）により次のようにして求めることができる

　　　　　θ一丁二△T

　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　オ　　　　　　　ーλ器・（・一1軸π＋△馬1｝天…一・…（3）

　　　　　　　　こ』で　　T：外気温

　　　　　　　　　　　　　λ：遅れの係数

　　　　　　　　　　　　△嬬：渉＝0のΣきの△T

　｛21式の（T6－Ts）の項は，第2温度補正の項で，ソゾ

デの上昇下降にはよらないので，（T8一θ）の項のみを

考慮レて，（鋤（2），③，より△Pを求めると，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　△P一二（α一βρ）〔（馬一丁）一λ畜（・一亦一

　　　　　　　　　オ
　　　　　ー△端1一ア〕・一…一・一……・・』・……（4｝

となる．

　現業で使用している第3温度補正図表は，（4｝式の

　　　　　　　　　4T・△君，君（T8－T）・一万・！・λ・をあたえて作製したの

である（第2図）．

　　　　　4Tひでr万＝∫（助Ts－T一プ（即）λ一∫（P）

であるから図表には△君君∫で表わしてある．

　これに対して，下降用の図表を作るには，下降開始の

高さ，温度，下降速度が異なるため更に複雑となり，こ

　　　　　　　4Tりほか！こ△T6，一万（down）・！（down）・・P！下降開始時〉・

が必要となる．若し，一定速度で上昇し一定高度で下降
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第2図　気圧第三温度補正図表
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第3図

　lO・　　2・　　3・　　40　　50t
　　　　　　　△　T

300m／min上昇200m／min下降で到達高
度500mbのときの第3温度補正量の変化

を開始し，一定の下降速度をもっならば，現在使用して

いる上昇用の第2温度補正図表を使用することができる

が（第3図は300m／minで上昇し500mbまで到達し200

m／minの下降速度で下降したときの気圧補正量を求め

たものである），任意の速度，高度における値を求める

ことはできない．以下図の作製手続にっいて説明する．

　lNo．1について

　　　　　　　　オ
賦のλ（・ぜア）の項である．こ・でλは，第・

表の通り∫（P）であるから∫＝1分，2分……に対して

λを与えて求めた．なお，このときのλは，上昇時と

同じ値を用いた．

　No．2について

　　　　　　　　　　　　　　ずNα・から得られたλ（・一丙硬をこ馨を浦

　　　　　　　　　4T　　4T　　4hあわせた項である・一万＝一万万●一万二γ●γであるから
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7，すなわち気温のてい減率がわかれば速度yを与えて

求めることが出来る．こ・でγとしては，札幌におけ

る4月の19564960の5年間の9時，21時の平均値を用

し・た．

　No．5について

　これは飛揚後の経過時間と，到達気圧から，落下開始

時における空ごうの温度と外気温の温度との差△T・を

求める図表である．到達気圧は一応300mbまでとした．

　No．4について
　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　　ガ

　これは，（4）式の△T。8入の指数部分6入の項をあ

らわしたものである．No・1の場合と同じように適当に

！を当えて求めていった．

　No．5について

　これは③式の△T、を求める図である．すなわち，

　　　　　　ガ　　　　　　　　　　オ
λ互（1一θ）㌃一△処△乳8㌃一△T2として，Fig．1，
　4！・

Fig．2．より求めた△TとNo・3”No・4・より求めた

△T2を数直線の上に求めるものである・

　No．6について

　これは，No．5．から△TニムT1十△T2を求め，これと

Pから△Pを求める図である．こ・で（4）式中のTs－T

は札幌における平均資料（1956～1960・4月，9h・21h）

を使用すると∫（P）となるので図の中に組み込み・結局

E△T，△Tの3っの関係図表とした．

　5．　図表の使用について

　補正値を求める手続きは次の通りである・まずNo・1

から落下開始後経過した時間とその時の気圧から

　　　　云　　　●
λ（・一8勺を求め，Nα2にもってヤ・く・こ・ではそ

の高度における下降速度を附加して

　　　　　　　　　オ
ム亀一λ馨（・一内を求噛次にNα3により飛

揚後経過した時間と落下開始における気圧から△T・を求

め，別に落下開始後経過した時間と，その高度における

　　　　　二
気圧から2入を求めてNo・5にもっていく・こうして

　　　　　　　　　　　　　　ガ
Nα5において，△T・一（△端8ア）が求められるわけであ

るが，この△T、とNo．2からもつて来た△T2とを右

端の線上に求めておく，最後にNo・6で，補正しよう

とする面の気圧と，No・5で得られた△T・と△T2との

代数的和△T＝△T、＋△T2より補正すべき量△Pが求ま

る．以上のことをブ・ヅクダィヤグラムであらわすと次

のようになる．

寒天気q1．11．
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……は500mbまで18分かかって上昇し，そのあと

200m／minの下降で4・5分経過したとき・の△鳥を求

めたものである．

　　　第4図　U－D用気圧第3温度補正図表
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　この中でhは飛湯後落下開始までの時間，Ptは落下

開始における気圧をあらわす．なほ図表の点線は500mb

まで18分費して上昇し，そのあと200m／minの下降速度

で落下開始後，4・5分経過したときの△・Pを求めたもの

である．

　4．　結　び

　図表の作成にあたり次の値を使用しているので利用す

るときには注意しなければならない．すなわち高層観測

資料にっいては札幌における4月の1956～1960年の9時，，

21時の平均値，遅れの係数にっいては上昇時と同じ値，

使用高度の限界として300mb以下，空ごうについては現

在使用している上昇用ゾソデと同一規格とみなした．
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　この図表を使用すると，任意の高度および速度で落下

を始めたときの任意の高度における気圧の第3温度補正

量を求めることができる．なお，上昇のみの場合には，

Fig．3からそのま、No・5を通過してNo・6におい

て，△T2とPとから△Pを求めることができる．以上

のようにして求めた下降時における補正量は，下降開始

高度，上昇および下降速度，高度などにょうて異なる

が，7mb程度になることがわかる．終りに，いろいろ

とこの間題について討論に参加していたずいた荒川，岡

林の両氏に謝意を表する．
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